
(1) 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

2012 平 成 24年 11月  発行

No. 88
6団法天日本山岳会秋田支部

秋田市千秋久保田町
2番23号 佐々木方

TEL・ FAX 018(833)2525

発行者 佐々木

編集者 鈴 木

秀

子

民

裕CA

秋の里山山行 岩山 1鸞 蝙 蝙 鐵鏡 鰊 蝙

予
定
し
て
い
た
十
月
二
十
七
日

（土
）、
昨

日
ま
で
の
悪
天
候
も
が
ら
り
と
変
わ
り
、
秋

晴
れ
の
好
天
。
明
日
か
ら
ま
た
崩
れ
る
と
の

予
報
が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
青
空
の
も

と
、
大
館
ト
レ
イ
ル
ガ
イ
ド
を
参
考
に
、
国

土
地
理
院
の
地
図
に
山
名
の
無
い
山

・
岩
山

へ
、
参
加
者
十
四
名

（う
ち
三
名
少
し
遅
れ

て
追
従
）
で
実
施
し
た
。

朝
七
時
半
、
迎
え
の
車
に
同
乗
し
て
二
人

五
号
線
を
北
上
し
、
大
館
比
内
広
域
農
道
を

大
館
市
街
方
向
に
入
り
市
民
の
森
駐
車
場

へ
。

午
前
九
時
四
十
分
、
駐
車
場
左
脇
の
遊
歩

道
を
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
登
行
開
始
。
途

中
の
鹿
園
で
は
可
愛
ら
し
い
小
鹿

（と
い
っ

て
も
十
年
に
な
る
と
飼
育
員
が
言

っ
て
い

た
）
と
親
鹿
、
計
四
頭
が
人
懐
か
し
そ
う
に

出
迎
え
て
く
れ
た
。

広
い
遊
歩
道
を
し
ば
ら
く
行
く
と
、
東
屋

や
ト
イ
レ
の
あ
る
芝
生
広
場
に
着
く
。
こ
こ

か
ら
少
し
先
、
十
分
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
に

山
頂
方
向
と
周
回
コ
ー
ス
と
の
分
岐
点
に
案

内
図
板
が
あ
り
、
山
頂
方
向
を
目
指
す
。
こ

こ
か
ら
は
山
道
ら
し
く
な
り
、　
一
列
に
な
り

な
が
ら
も
く
も
く
と
登
る
。

歩
き
始
め
て
五
十
分
、
老
朽
化
し
て
今
は

登
れ
な
い
危
険
な
展
望
台
に
着
き

一
息
入
れ

る
。
こ
れ
か
ら
先
、
踏
み
跡
は
あ
る
が
刈
払

い
は
し
て
い
な
い
。
所
々
目
印
の
リ
ボ
ン
を

結
び
な
が
ら
進
み
、
や

っ
と
目
指
す
地
点
の

目
印
と
な
る
大
き
な
岩
が
見
え
て
き
た
。
か

な
り
急
坂
、　
一
歩
進
む
と
二
歩
も
滑
り
落
ち

る
よ
う
な
斜
面
を
登
り
切
り
、
北
と
西
に
展

望
の
開
け
た
今
日
の
目
標
地
点
約
二
六
〇

ｍ

の
ピ
ー
ク

・
岩
山

へ
着
い
た
の
は
十

一
時
過

ぎ
。
こ
こ
で
お
昼
に
し
て
は
少
し
早
い
、
こ

の
先
六
〇
〇

ｍ
程
の
所
に
、
こ
の
山
で

一
番

高
い
ピ
ー
ク

・
三

一
五

ｍ
が
見
え
る
の
で
そ

こ
ま
で
行
く
こ
と
に
し
た
。

踏
み
跡
も
な
く
か
な
り
藪
漕
ぎ
と
思
わ
れ

た
が
、
う
つ
す
ら
と
踏
み
跡
が
あ
り
、
森
林

管
理
局
の
境
界
標
柱
も
あ
る
。
今
野
副
支
部

長
を
先
頭
に
、　
一
歩
ま
た

一
歩
と
切
り
開
き

な
が
ら
二
十
五
分
で
ピ
ー
ク
に
到
達
。

記
念
撮
影
後
下
山
開
始
。
色
鮮
や
か
に
紅

葉
し
て
い
る
木
々
を
眺
め
な
が
ら
歩
く
秋
晴

れ
の
山
中
は
と
て
も
心
地
よ
い
。
岩
山
の
ピ

ー
ク
に
戻
る
と
追
従
し
て
き
た
三
名
の
会
員

が
待
っ
て
い
た
。

岩
山
の
山
頂
で

一
同
、
夫
々
積
る
会
話
の
う
ち
に
し
ば
し

昼
食
を
楽
し
む
。
四
十
分
程
し
て
下
山
、
急

斜
面
は
ロ
ー
プ
を
張
つ
て
慎
重
に
下
る
。
案

内
板
の
あ
っ
た
分
岐
か
ら
左
の
周
回
コ
ー
ス

ヘ
、
ト
ン
ボ
公
園
を
た
ど
り
十
四
時
過
ぎ
登

山
入
口
駐
車
場

へ
到
着
。

久
方
ぶ
り
に
会
う
山
友
達
も
い
て
、
屈
託

の
な
い
会
話
、
そ
し
て
紅
葉
の
山
肌
を
眺
め

な
が
ら
足
元
の
キ
ノ
コ
に
目
を
と
め
、
風
に

そ
よ
ぐ
ス
ス
キ
等
、
秋
の
日
を
充
分
に
楽
し

み
、
無
事
に
秋
山
山
行
を
終
え
た
。

参
加
者
　
佐
々
木
民
秀
　
今
野
昌
雄

福
田
光
子
　
柳
田
勇
悦
　
鈴
木
裕
子

鎌
田
倫
夫
　
柴
田
勧
　
伊
藤
秀
雄

石
川
祐
子
　
佐
々
木
長
秀
　
佐
々
木
悦
子

会
員
外
　
佐
藤
満
子
　
塚
田
も
も
子

ピーク315m 紅葉に囲まれて
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「台
湾

・
北
大
武
山
」
山
行
に

参
加
し
て
、
五
月
十
日
無
事
に
登
頂
し
、
念

願
の
台
湾
五
岳
を
完
登
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
南
湖
大
山

（三
七
四
二

ｍ
）
に

一
九
九
四
年

（平
成
六
年
）
に
登
頂

し
て
か
ら
十
八
年
の
月
日
が
過
ぎ
て
い
た
。

南
湖
大
山
に
登
つ
た
時
は
、
登
山
技
術
も

高
度
障
害
の
知
識
も
な
く
、
た
だ
行
き
た
い
、

登
り
た
い
だ
け
で
参
加
し
て
い
た
。
山
頂
直

下
の
山
小
屋

。
南
湖
山
荘
の
寒
さ
、
高
度
障

害
の
苦
し
さ
を
思
い
出
す
。
蜘
蛛
の
子
が
気

流
に
乗
っ
て
飛
ぶ
様
を
初
め
て
見
、
ご
来
光

に
感
動
し
、
雲
海
が
眼
下
に
広
が
る
雄
大
な

景
色
に
浮
か
び
上
が
つ
た
影
南
湖
大
山
が
今

も
日
に
浮
か
ぶ
。

玉
山

（二
九
五
二
ｍ
）
は
、　
一
九
九
六
年

（平
成
八
年
）
、
本
峰
、
西
峰
、
北
峰
と
回
り
、

三
〇
〇
〇

ｍ
峰
で
の
滞
在
が
長
か
っ
た
た
め
、

酸
素
不
足
に
寝
不
足
が
重
な

っ
て
辛
か
っ
た

が
、
台
湾
最
高
峰

（旧
新
高
山
）
に
登
っ
た

喜
び
は
大
き
か
っ
た
。
翌
日
登
つ
た
雪
山
Ｔ
一

人
人
六

ｍ
）
は
、
東
峰
で
ご
来
光
を
仰
ぎ
、

そ
し
て
紅
葉
の
美
し
さ
が
思
い
出
さ
れ
る
。

秀
姑
轡
山
Ｔ
一人
六
Ｏ

ｍ
）は
、　
一
九
九
人

年

（平
成
十
年
）
、
人
通
関
古
道
を
二
日
間
歩

き
、
三
日
日
に
登
頂
、
玉
山
の
荒
々
し
い
山

肌
を
見
な
が
ら
の
歩
き
で
あ
っ
た
。

秀
姑
轡
山
を
登
り
終
え
て
、
気
が
付
く
と

台
湾
五
岳
に
は
あ
と

一
つ
、
北
大
武
山
を
残

す
の
み
と
な
り
、
是
非
に
も
と
二
〇
〇

一
年

（平
成
十

一
年
）
に
計
画
さ
れ
た
。
と
こ
ろ

が
台
湾
大
地
震
が
起
こ
り
、
中
止
と
な

っ
て

し
ま
っ
た
。

二
〇
〇
四
年

（平
成
十
二
年
）
は
台
湾
台

風
十
六
号
の
大
雨
に
よ
り
、
北
大
武
山
登
山

道
が
崩
壊
す
る
と
い
う
大
災
害
が
起
こ
り
、

二
〇
〇
六
年

（平
成
十
五
年
）
に
は
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
と
な
り
、
何
れ
も
中
止
、

北
大
武
山
は
ど
ん
ど
ん
遠
く
な
つ
て
い
っ
た
。

こ
の
間
、
支
部
山
行
は
韓
国
を
中
心
に
行

な
わ
れ
て
い
た
が
、
北
大
武
山
は
あ
き
ら
め

き
れ
な
か
っ
た
。
訪
台
の
度
に
ご
案
内
を
頂

い
て
い
た
台
湾
岳
人

・
林
照
雄
さ
ん
も
年
を

重
ね
、
大
き
な
山

へ
の
ご
案
内
は
年
々
厳
し

く
な
る
ば
か
り
、
私
も
年
を
重
ね
、
北
大
武

山
は
ほ
と
ん
ど
あ
き
ら
め
の
状
況
で
あ
っ
た
。

二
〇

一
〇
年

（平
成
二
十
二
年
）
頃
、
ア

ル
パ
イ
ン
・
ツ
ア
ー
社
の
山
田
勝
さ
ん
に
計

画
を
お
願
い
し
た
が
、
な
か
な
か
返
事
が
こ

ず
、
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
頃
に
回
答
が
あ

り
、
企
画
を
お
願
い
し
た
。

二
〇

一
二
年

（平
成
二
十
四
年
）
支
部
総

会
に
お
い
て
支
部
山
行
と
し
て
承
認
、
五
月

七
日
～
十
四
日
に
実
施
し
た
。

七
日
、
秋
田
を
出
発
。
台
北

・
松
山
空
港

で
林
ご
夫
妻
の
お
迎
え
を
受
け
る
。

八
日
、
台
北
か
ら
高
雄

へ
。
高
雄
に
あ
る

「澄
清
湖
」
は
秋
田
県
田
沢
湖
と
姉
妹
湖
と

し
て
仙
北
市
と
交
友
が
り
、
「辰
子
飛
翔
之

像
」
が
湖
畔
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。

も
う

一
つ
驚
い
た
こ
と
は
、
御
土
産
品
店

で
、
秋
田

・
玉
川
温
泉
の
湯
の
花
を
加
工
し

た
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
販
売
し

て
い
て
、
健
康
に
良
い
と
大
宣
伝
、
店
内
に

は
壁
い
っ
ぱ
い
の
大
き
な
玉
川
温
泉
の
写
真

が
貼
れ
て
い
て
、
知
事
の
顔
写
真
も
あ
っ
た
。

「私
は
日
本
の
秋
田
か
ら
来
た
。
玉
川
温
泉

は
地
元
だ
。
」
と
言
っ
た
が
、
「ま
だ
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
は
お
持
ち
で
な
い
で
し
よ
う
。
健
康

の
た
め
に
是
非
」
と
勧
め
ら
れ
た
。

九
日
、
同
行
の
山
岳
ガ
イ
ド
、
林
さ
ん
の

甥
林
哲
全

（男
性
）
さ
ん
、
王
主
年

（女
性
）

さ
ん
と
共
に
出
発
。
災
害
で
崩
壊
し
た
箇
所

は
土
嚢
で
補
修
さ
れ
て
い
て
、
山
側
に
ロ
ー

プ
が
張
つ
て
あ
る
大
き
な
崩
壊
箇
所
が
二
か

所
あ
っ
た
。
六
時
間
程
で
日
本
統
治
時
代
に

建
て
ら
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い

る
檜
谷
山
荘
着
。

十
日
、
四
時
出
発
。
樹
林
帯
の
中
に
山
荘

が
あ
る
の
で
真

っ
暗
な
中
、　
ヘ
ツ
ド
ラ
イ
ト

を
頼
り
に
ジ
グ
ザ
グ
の
道
を
登
り
、
空
も
白

み
は
じ
め
た
頃
、
紅
檜
ご
神
木
地
点
を
通
過

し
て
稜
線
に
出
る
。
三
角
点
ま
で
あ
と

一
．

五
Ｋ
の
標
柱
あ
り
。
九
時
過
ぎ
、
よ
う
や
く

大
武
祠
着
。
こ
こ
に
は

「高
砂
義
勇
軍
記
念

碑
」
と
少
し
上
に
鳥
居
が
あ
り
、
日
本
統
治

時
代
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う

「大
武
祠

（神

社
と

が
あ
っ
た
。
小
雨
と
な
り
、
寒
い
。

あ
と
○
．
５
Ｋ
、
こ
こ
か
ら
痩
せ
た
稜
線

の
ア
ツ
プ
ダ
ウ
ン
が
続
き
、
十
時
四
十
五
分

頃
、
露
岩
の
山
頂
部
に
出
る
と

一
等
三
角
点

の
あ
る
頂
上
で
あ
っ
た
。

十

一
時
下
山
開
始
。
十
七
時
頃
山
荘
着
。

約
十
三
時
間
の
行
動
時
間
だ
っ
た
。

高
雄
を
観
光
し
て
台
北
に
戻
り
、
十
三
日
、

林
さ
ん
の
ご
案
内
で
陽
明
山

・
七
星
山

へ
。

（訪
台
の
度
に
計
画
し
た
が
、
必
ず
雨
に
な

る
の
で

「雨
降
り
山
」
と
名
付
け
て
い
た
）

小
油
抗
登
山
口
か
ら
噴
火
口
脇
の
整
備
さ

れ
た
石
段
の
歩
道
を
登
り
、　
一
等
三
角
点
の

あ
る
七
星
山

（
一
一
二
〇

ｍ
）
の
頂
上
に
着

き
、
東
峰
を
経
て
冷
水
抗
登
山
口
に
降
り
た
。

故
宮
博
物
館
や
北
投
温
泉
を
見
学
後
、
林

さ
ん
の
ご
自
宅
で
登
頂
の
お
祝
い
を
し
て
頂

く
。
奥
様
の
台
湾
家
庭
料
理
は
美
味
し
く
、

懐
か
し
か
っ
た
。

こ
の
日
は
母
礼
節

（母
の
日
）
で
あ
つ
た

の
で
奥
様
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
頂
い
た
。

お
心
遣
い
が
と
て
も
嬉
し
か
つ
た
。

十
四
日
。
早
朝
、
ホ
テ
ル
ま
で
見
送
り
に

来
て
い
た
だ
い
た
林
さ
ん
と
再
会
を
約
束
し
、

台
湾

・
松
山
空
港
か
ら
羽
田
空
港
ま
で
。
楽

し
か
っ
た
訪
台
登
山
を
無
事
に
終
え
た
。

高
度
障
害
の
苦
し
さ
辛
さ
、
山
岳
歩
道
の

難
所
を
岳
兄
の
ご
指
導
と
岳
友
の
手
を
借
り

て
越
え
た
こ
と
、
雄
大
な
山
脈
、
光
り
輝
い

て
い
た
山
頂
で
の
ご
来
光
、
満
天
の
星
空
、

美
し
い
花
々
、
山
小
屋
で
の
暖
か
な
飲
み
物
、

岳
友
の
い
び
き
等
が
次
か
ら
次

へ
と
思
い
出

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
台
湾
の
歴
史
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
事
等
、
貴
重
な
体
験
を
し

た
。ご

案
内
頂
き
ま
し
た
林
照
雄
さ
ん
は
じ
め
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
秋
田
支
部
の
方
々

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

澄清湖の 「辰子飛翔之像Jの前で
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三
饉
点
ガ
イ
ド
あ
れ

こ
れ

永
年
会
員
　
写
（
　

山石
　

一昴

山
歩
き
を
六
十
年
以
上
し
て
き
た
が
、
ま

だ
ま
だ
登
つ
て
い
な
い
山
も
数
多
く
あ
り
、

北
か
ら
南
ま
で
、
登
っ
て
み
た
い
山
も
多
数

残
っ
て
し
ま
つ
た
。

百
名
山
を
中
心
に
登
つ
て
い
る
人
も
多
い

が
、
私
は
、
百
名
山
は
完
登
し
て
い
な
い
が
、

同
じ
山

・
焼
石
岳
に
は
五
百
十
二
回
も
登
つ

て
い
る
。
私
の
ホ
ー
ム
マ
ウ
ン
テ
ン
で
も
あ

フ
つ

。

さ
て
、
本
題
に
入
る
が
、
い
つ
も
気
に
な

っ
て
い
た
山
頂
の
三
角
点
に
つ
い
て
調
べ
て

み
よ
う
と
思
い
、
色
々
と
資
料
や
文
献
を
探

し
た
ら
、
京
都
で
山
の
専
門
的
な
本
を
出
版

し
て
い
る

「ナ
カ
ニ
シ
出
版
」
に
新
し
い
本

が
見
つ
か
つ
た
。
そ
れ
を
参
考
に
し
て
県
内

の
三
角
点
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
と
思
う
。

県
内
で
は
、　
一
等
三
角
点
二
十
四
点
、
標

高
五
〇
Ｏ

ｍ
以
上
が
十
六
点
、
五
〇
Ｏ

ｍ
以

下
が
人
点
。
内
訳
は
別
表
に
示
し
た
様
に
、

最
も
高
い
の
は
秋
田
駒
ヶ
岳

・
男
女
岳

（お

な
め
だ
け
）
で

一
六
三
七
三
二
一
ｍ
と
あ
り
、

最
も
低
い
の
は
赤
山

一
二
三

・
三

一
ｍ
で
、

秋
田
市
浜
田
の
大
森
山
公
園
内
に
あ
る
。

日
本
国
内
に
は

一
等
三
角
点
は
九
七
五
点

あ
る
。
尚
、
三
角
点
は

一
等
か
ら
四
等
ま
で

あ
り
、
全
部
で

一
〇
九
〇
七
四
点
、
内
、
二

等
三
角
点
は
五
〇
六
〇
点
、
二
等
は
三
二
三

二
六
点
、
四
等
は
七
〇
七

一
三
点
と
表
さ
れ

て
い
る
。
（国
土
地
理
院
地
形
図
調
べ
）

我
が
国
の
三
角
測
量
は
、
明
治
十
五
年
■

人
人
三
年
）
に
陸
軍
参
謀
本
部
測
量
課

（現

国
土
地
理
院
）
に
よ
り
、　
一
等
三
角
点
測
量

の
出
発
と
な
る

「基
線
」
を

「相
模
野
基
線
」

と
い
い
、
神
奈
川
県
北
東
部
に
最
初
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。
最
近
は

「Ｇ
Ｐ
Ｓ
」
測
量
や

ト
ー
タ
ル
ス
テ
イ
シ
ヨ
ン
と
い
う
光
波
を
用

い
た
新
技
術
が
登
場
し
、
地
形
や
距
離
等
の

測
量
が
簡
単
に
、
し
か
も
正
確
に
行
わ
れ
る

様
に
変
化
し
て
い
る
。

別
表
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
県

と
の
県
境
上
に
あ
る
山
の
一
等
三
角
点
を
記

す
と
、

鳥
海
山

栗
駒
山

焼
石
岳

和
賀
岳

が
あ
る
。

秋
田
県
の
三
角
点
数

一
等
三
角
点
　
　
　
　
　
一
一四
点

二
等
三
角
点
　
　
　
　
一
五
九
点

二
等
三
角
点
　
　
　
一
一
二

人
点

四
等
三
角
点
　
　
　
二

一
四

一
点

合
計
　
　
　
一二
五
四
二
点

（参
考
資
料

「
一
等
三
角
点
全
国
ガ
イ
ド
し

一二
二
九

。
一
九

ｍ
）
山
形
県

六
二
六

・
六
人

ｍ
）
岩
手
県

五
四
七

・
六
五

ｍ
）
岩
手
県

四
二
九

・
五
Ｏ

ｍ
）
岩
手
県

秋 田県 内の一等三角点

秋田駒ヶ岳・

一等三角点

男り:表

NO. 山  名 ′点  名 標 高 (m) 5万 分 図 名
男 女 岳 (駒 ヶ岳 ) 駒 ヶ 岳 1637.31 雫  石

2 森 吉 山 森 吉 山 1454.281 森  吉
3 田 代 岳 円 イti 1177.88 田 代 岳
4 太 平 山 太 平 | 170.48 太 平 山
5 大 仏 岳 大 佛 岳 166.791 田沢 湖
6

「
岳  (t~4の と ) 丁 岳 1145.72 鳥 海 山

7 自 地 山 白 lll」 山 1034.15 十 禾口田 湖
8 甲 岳 (ち ゅ う ) 中 岳 1024.26 花  輪
9 烏中冒子 山 鳥 帽 子 岳 954.43 湯  沢
10 長 場 内岳 (お さば な い 長 場 内 山 946_69 中  浜

黒森 山 黒 森 763.15 六   郷
０
４ 本 山 男 鹿 島 715.02 船

女臣ヶ岳 姫 ヶ 岳 650.61 阿 仁 合
14 笹森 山 笹 森 山 594_61 本  荘
15 謗 高森 山 592.67 大  舘
16 (無名 峰 ) /1ヽ 1玉 I HII I 516.40 矢  島

摩 当 山 太 子 内 444.10 鷹 ノ巣
18 三 ッ森 山 三 森 412.08 浅  舞
19 (無名 峰 ) 沼 沢 山 346.03 刈 不日野
20 森 山 森 山 325.35 五 城 目
つ
４ 天 ヶ台 山 尼 ヶ 台 314.64 横  手

つ
４

つ
４ 職 山 職 山 211.08 育ヒ  イ1こ
23 (無名 峰 ) 三 崎 山 161 33 吹  浦
24 Λ森山 赤 山 123.31 1]4等 禾口田



(3) 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

鷲́ 彎 :―

事
務
局
担
当
者
会
議
報
告

七
月
二
十
八
日
、
午
前
十

一
時
か
ら
本
会

会
議
室
で
開
催
。
鈴
木
事
務
局
担
当
出
席

始
め
に
、
福
島
支
部
が
設
立
六
十
五
周
年

事
業
と
し
て
実
施
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
無
名

峰

（六

一
〇
五

ｍ
）
に
七
月
二
十

一
日
に
登

頂
、
ウ
メ
デ
イ
サ
ー
ル

（日
本
名

「希
望
の

峰
」
）
と
命
名
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

会
議
は
、
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
た
こ

と
に
よ
る

「会
計
処
理
の
手
引
」
に
基
づ
く

説
明
が
主
で
あ
り
、
本
会
と
の
連
携
決
算
の

注
意
事
項
等
が
説
明
さ
れ
た
。

特
に
、
支
部
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
公
益

的
事
業
支
出
と
共
益
的
支
出
に
つ
い
て
の
区

分
を
明
確
に
し
、
公
益
的
事
業
に
支
出
が
無

い
時
は
補
助
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
こ
と
。
秋
田
支
部
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
本
会
の
補
助
金
が
運
営
費

（共
益
的
）

の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
こ
と
と
、
募
集
登

山
な
ど
の
公
益
的
事
業
を
行
う
に
は
、
人
的
、

経
費
的
な
面
で
無
理
が
あ
り
、
補
助
金
を
返

還
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
返
還
と
な

れ
ば
支
部
の
運
営
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
補
助
金
は

一
人
当
た
り
公
益
的
事
業

へ
一
五
〇
〇
円
、

共
益
費
と
し
て

一
〇
〇
〇
円
を
会
員
数
に
乗

じ
た
額
と
な
る
。

ま
た
、
各
種
団
体
か
ら
の
寄
付
金
、
収
益

金
の
あ
る
支
部
は
、
本
会
の
収
益
と
な
り
、

改
め
て
交
付
金
と
し
て
本
会
か
ら
交
付
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
と
な
る
。

本
会

へ
の
報
告
も
、
新
年
度
事
業
は

一
月

末
、
会
計
決
算
は
二
月
末
で
あ
り
、
支
部
総

会
で
承
認
を
得
る
前
に
報
告
と
い
う
形
に
な

る
。
決
算
報
告
の
勘
定
科
目
も
統

一
さ
れ
、

事
業
別
予
算
ご
と
に
証
憑
を
添
付
し
、
そ
れ

に
従
っ
て
報
告
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
寄
付
金
に
か
か
わ
る
税
金
、
講
師

謝
礼
の
源
泉
徴
収
、
寄
附
金
特
別
控
除
等
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ
っ
た
。

支
部
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か
ら

「公
益
活
動
と
し
て
の
山
行
注
意
事
項
」
が

示
さ
れ
た
。
参
加
者
の
年
齢
や
経
験
、
緊
急

連
絡
先
を
把
握
し
、
参
加
者
に
責
任
の
範
囲

を

（自
己
責
任
）
自
覚
し
て
も
ら
い
、
万

一

に
備
え
保
険
の
確
認
を
す
る
等
、
後
日

「旅

行
業
法
に
関
す
る
勉
強
会
」
が
開
催
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
十
三
年
度
決
算
に
お
け
る
事
業
補
助

金
、
運
営
補
助
金
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
領

収
書
の
コ
ピ
ー
、
印
鑑
漏
れ
等
に
つ
い
て
指

導
が
あ
っ
た
。

山
の
日
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か
ら
は
、

六
月
第

一
日
曜
日
を
候
補
と
し
て
行
動
し
、

国
民
の
祝
日
制
定
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

公
益
法
人
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、

会
員
数
が
多
く
、
寄
附
金
や
収
益
が
あ
っ
て

公
益
的
事
業
を
行
え
る
大
都
市
の
支
部
と
、

人
的
、
財
政
的
に
弱
小
の
支
部
と
の
格
差
を

感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

秋
田
支
部
と
し
て
は
、
背
伸
び
せ
ず
、
身

の
丈
に
あ
つ
た
支
部
の
運
営
を
心
が
け
、
山

を
楽
し
む
こ
と
を
第

一
の
目
標
と
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
九
日
生

電
話
　
〇

一
人
二
‐
‐人
〓
一人
　
一
一四

一
五

入
会
　
平
成
二
十
四
年
六
月

紹
介
者
　
佐
々
木
長
秀
　
佐
々
木
民
秀

六
月
二
十
日
～
七
月

一
日
、
尾
瀬
高
原

ホ
テ
ル
で
開
催
。

三
十
日
、
小
泉
武
栄
氏
に
よ
る
基
調
講

演

「尾
瀬
の
自
然
学
」
や
、
分
科
会
で
は

尾
瀬
の
管
理
の
在
り
方
、
尾
瀬
の
野
生
動

物
等
が
話
し
合
わ
れ
、
七
月

一
日
は
フ
イ

ル
ド
ス
タ
デ
イ
が
行
わ
れ
た
。

福
田
光
子
　
大
船
武
彦
参
加

（自
然
保
護
委
員
会
会
報

木
の
芽
草
の
芽
よ
り
）

報
告
書
を
寄
贈

支
部
設
立
五
十
周
年
記
念
事
業

「韓
国
　
老
姑
壇

・
月
出
山
・
弥

勒
山
〓
父
流
登
山
報
告
書
が
よ
う

や
く
完
成
し
、
本
会
及
各
支
部
、

図
書
館
、
関
係
者

へ
寄
贈

・
配
布

い
た
し
ま
し
た
。

◎
秋
田
県
山
岳
連
盟
総
会

四
月
二
十
二
日
、
秋
田
市

「イ
ヤ
タ
カ
」

に
於
い
て
開
催
。
出
席
者

（代
議
員
）
十
名
。

事
業

・
決
算
の
報
告
等
諸
議
事
を
審
議
。

役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。

役
員
改
選
に
お
け
る
当
支
部
関
係
者

顧
　
問
　
一品
橋
守
　
　
加
賀
谷
昭

一

真
坂
洋

一　
今
野
昌
雄

副
会
長
　
＋壮
司
昭
夫

理
　
事
　
小
野
信
也
　
一二
浦
俊
雄

佐
藤
助
雄

◎
中
央
地
区
山
岳
協
議
会
総
会

六
月
二
十
八
日
、
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

秋
田
市
三
吉
神
社
で
開
催
。

十
団
体
か
ら
十
五
名
出
席
。
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
新
年
度
の
事
業
、
予
算
等
を
審

議
承
認
。

山
開
き
市
民
登
山

ヘ
リ
ー
ダ
ー
派
遣
、
太

平
山
倒
木
処
理
と
清
掃
刈
り
払
い
等
の
整
備

要
望
を
協
議
。

ま
た
、
秋
田
県
の
山
岳
遭
難
発
生
状
況
や

旭
又
駐
車
場
登
山
入
口
に
、
案
内
板
設
置
の

計
画
が
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
資
料
が
配
布

さ
れ
、
報
告
、
説
明
が
あ
っ
た
。

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
全
員
留
任
と
な

っ
た
。

役
員
改
選
に
よ
る
当
支
部
関
係
者

会
長
　
佐
々
木
民
秀

理
事

（会
計
）
　

柳
田
勇
悦

当
支
部
か
ら
佐
々
木
（民
）、
堀
井

他
団
体
か
ら
柳
田
出
席

鈴
　
木

裕

子

・新
入
会
員
紹
介

枷
毀
務
報
告

○
藤
　
田
　
正
　
義

　

Ｍ

一
五

一
七
五

秋
田
市
太
平
日
長
崎
字
上
目
長
崎

二
〇
〇
ノ
三


